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忍99’•,'9,•滋硲．＇・：＇・心· ,9’:’•9·，ふ：が·99' ,9，ー：：・ 障害者のリノヽビリテーション（ま

こうありたい

2"—ジ評論
]y:'咀塁塁珈：；蕊羞食菱蒻娑蕊：翁：：各：：；：：：： 国立函館視力節害センター所長 光岡 法之

これからの視覚障害者の リハピリテ ーションは残された機能を最

大限に生かして社会復帰できるよ うに、 医療から社会適応訓練と職

能訓練まで一貫したサ ーピ スをうけたのちに職業訓練へすすむ体系

が考えられる。職能訓練は、節害の程度 ・能力に応じた各種の内容

を整えることになるが、ここでは事務処理等の職能訓練を中心に私

見をのべてみたい。

ここで考える「視覚節害者 リハビ リテー ションセンタ ー （仮称）」

は、大学病院または国・公立病院と提携 した眼科リハビリテーシ ョ

ンク リニ ックにおいて、 医師 とス タッ フによる指導が十分に行われ

て障害の受容と共に社会適応訓練（低視力者の評価 ・訓練を含む）

の導入から本格的な訓練への移行と職業選択等社会復帰のゴールが

設定され 、 原職復帰 ・ 家庭復帰 ・ 学業継続 • 新たな職種等目的にそ

った職能訓練が開始されることになる 。そこに は、近年失明原因の

第 1位になり つつあ る糖尿病を中心とする全身病等重複化への対応

としての医学的管理機能も共存する必要がある。

職業につく ためには、視覚障害者目身の基礎的能力を 高める こと

が必要である と指摘した 「視覚障害者雇用問題研究会」 （身体障害

者雇用促進協会、昭和58年12月発足）の報告（昭和60年 3年）から

主なものをあげる と：

(1) 視覚代行機器の開発と利用の促進

(2) 朗読サ ーピスの普及（特に職場での必要性）

(3) 中途失明者の職場復帰対策の充実（在職障害者の再訓練を含

めた新しい能力開発制度の整備等）
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(4) 第 3セクタ ー企業における視党障害者雇用の促進等重要な こ

とを提起している。

視党節害者の基礎的能力を高めるためには 、社会適応訓練の次の

段階として職能訓練の中で、バーサプレイル（点字を媒体とした情

報処理機器）を含む多様な梢報処理機器（全盲者のために音声と点

字によるコンピュー タ、弱視者の ために拡大文字、ンステ ム等を 利用

したもの等）の訓練が行われるならば、視覚防害者の職域は更に拡

大されよ う。

また、急激な普及 と発達をとげたOA機器の情報サ ービスとして、

就業している人に対しては、新しい機器に関する知識 ・操作訓練の

機会 と、これらの機器の利用制度か提供されるならば、より能率的

なビジネス文書処理が可能になり 、幅広い職務が展開できるであろ

つ。

私は、これからの視覚節害者のリハビリテ ーション体系は、眼科

リハピリテー ションク リニックにお ける医療保険の問頗は内在する

けれども、眼科医師の研修とその協カスタッフの研修を実施するこ

とにより 、そう遠くない時期に確立するものと思う 。

施設を利用する人自身の目 主的判断によって施設を選択する時代

は近づいている。今後、より高いサービスや施設を求める動きにど

う対応するかは、視覚障害者の リハビリテーショ ンに携わる人々の

匹務と課頗であ る。
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



I.一

編集後記

「光は闇より」というのは、日本ライ トハウス創設者岩橋武夫の

有名な著書です。学生時代に失明し、自殺を決行しようとしてお母

さんにとどめられ、妹さんや奥さんに助けられて、盲人として再出

発する様子を描いたものです。私も18歳のとき失明しましたが、東

大の古い眼科病棟で、母がこ の本を読んでくれたのを覚えています。

今回の特集は、中途失明者の リハビリテー ションということで、こ

の書名を特集のタイトルにしました。岩橋武夫の伝記は、日本盲人

福祉研究会でも発行 していますので、ぜひお読みください。日本点

字図書館で取り扱っています。

また、日本盲人福祉研究会では、結成25周年記念ならびに盲学生

情報センタ ー設立促進パーティーを、 来る 7月26日（土）午後5時

から、高田馬場の千代田平安閣で開きます。皆様の御参加を心から

お待ち しております。出席を希望される方は、同会事務所までお申

し込みください。 （田中 徹二）

視覚障害 1986年7月 Nu84

年間購読料 3. 000円（送料とも）

発行日 1986年 7月1日

編集人 （連絡先）

日本盲人福祉研究会

〒160 東京都新宿区高田馬場 ］丁目
日本点字図書館内 23番4号

電話 (03)200 -1130 

振替口座 東京 6-16103 

発行人身体障害者団体定期刊行物協会

〒157 東京世田谷区砧6-26-21 

印刷所合同 印刷株式 会社

〒130 東京都墨田区業平2-9 -13 
電話 (624) 6 I I 1（代表）

協賛団体 日本点字図書館




